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音
楽
を
聴
く

人
、

環
境

那
須
田

務

さ
ん

東
西
ド
イ
ツ
の
壁
が
崩
壊
す
る
直
前
に

ド
イ
ツ
留
学
か
ら
帰
国
し

雑
誌
や
新
聞
に

ク
ラ
シ
ッ
ク
吉
楽
に
関
す
る
文
章
を
書
き
始

め
た
。

洗
足
学
園
吉
楽
大
学
で
教
鞭
を
と
る

よ
う
に
な
り

そ
れ
と
同
時
に
魚
津
に
あ
る

洗
足
の
短
期
大
学
で
も
教
え
る
よ
う
に
な
っ

た
。

富
山
に
は
最
初
、

隔
週
で
通
っ
て
い
た
が
、

そ
の
う
ち
に
そ
れ
が
週
に
一度
に
、

さ
ら
に
専

任
教
員
に
な
っ
て
数
年
間
、

短
大
が
少
子
化

の
影
響
で
開
学
す
る
ま
で
魚
津
市
に
住
ん
だ
。

魚
津
に
通
い
出
し
た
頃

入
き
の
コ
ス
モ

ホ
ー
ル
か
ら
、

ク
ラ
シ
ッ
ク
音
楽
に
関
す
る

講
座
を
し
な
い
か
と
声
を
掛
け
て
い
た
だ
い

た
。

ホ
ー
ル
を
応
援
す
る
聴
衆
の
核
と
な
る

も
の
を
作
り
た
い
。

そ
の
よ
う
な
こ
と
だ
っ

た
と
思
う
。

数
回
の
シ
リ
ー
ズ
で
最
初
は
ロ
マ
ン
派
、

続
い
て
パ
ロ
ッ
ク
首
楽
に
つ
い
て

ホ
ー
ル
を

会
場
に
し
て

ス
ク
リ
ー
ン
に
ス
ラ
イ
ド
を

映
し
、

Ｃ
Ｄ
や
レ
コ
ー
ド
を
聴
き
な
が
ら
お

話
を
す
る
。

性
別
も
年
齢
も
様
々

人
数
は

多
く
て
３
０
名
ほ
ど
だ
っ
た
と
記
憶
し
て
い

る
が

駆
け
出
し
の
音
楽
評
論
家
に
は
と
て

も
よ
い
勉
強
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
と
感
謝

し
て
い
る
。

そ
の
入
善
の
ク
ラ
シ
ッ
ク
音
楽
の
講
座
で

聴
講
生
の
方
々
と
接
し
て
い
て
思
う
と
こ
ろ

が
あ
っ
た
。

東
京
で
市
民
講
座
を
す
る
の
と

は
ど
こ
か
違
う
。
す」
ち
ら
の
拙
い
話
や
盲
楽

に
じ
っ
と
聞
き
入
っ
て
い
る
お
姿
を
前
に
し

て
い
る
と

ど
こ
か
ほ
っ
と
す
る
。

懐
か
し
い

と
す
ら
い
え
る
。

何
な
ん
だ
ろ
う
。
し
ば
ら
く

疑
問
だ
っ
た
の
だ
が

あ
る
と
き
、受

講
生
の

お
顔
が

コ
ン
サ
ー
ト
を
聴
さ

大
学
の
講
座

を
受
け
て
い
る
ド
イ
ツ
人
の
そ
れ
と
重
な
っ

た
の
だ
（ド
イ
ツ
の
大
学
に
は
社
会
人
が
橋

構
い
る
）
。

そ
う
、

入
き
の
人
た
ち
の
言
楽
の

接
し
方
は
、ド

イ
ツ
人
の
そ
れ
に
似
て
い
る
。

そ
の
違
い
を

と
て
も
大
雑
把
に
言
う
と
、

東
京
の
人
た
ち
の
そ
れ
に
は

「教
養
」
や
「フ

ア
ツ
シ
ョ
ン
」
「府
し
」
と
い
う
言
葉
が
ち
ら
つ

く
の
だ
け
れ
ど
、

宮
中
山
の
人
た
ち
は
も
っ
と

素
朴
で

ど
こ
か
精
神
的
な
充
足
や
利
激
を

求
め
に
い
ら
し
て
い
る
方
が
多
い
よ
う
に
思

え
る
の
だ
。

ま
あ
、そ

れ
も
む
べ
な
る
か
な
。

富
山
か
ら

東
京
全
戻
る
と
、

と
た
ん
に
時
間
の
経
過
が

何
倍
に
も
早
く
感
じ
ら
れ
る
。

街
角
を
行
く

人
の
テ
ン
ポ
が
違
う
。

刺
激
的
な
こ
と
や
神

経
を
す
り
減
ら
す
出
来
事
が
多
い
。

車
も
人

も
多
い
。

騒
吉
だ
ら
け
だ
。

そ
う
い
う
日
常

の
テ
ン
シ
ョ
ン
を
そ
の
ま
ま
引
き
摺
っ
て
ホ
ー

ル
に
来
る
も
の
だ
か
ら
、

コ
ン
サ
ー
ト
が
始

ま
っ
て
も
お
客
さ
ん
の
意
識
が
な
か
な
か
静

ま
ら
な
い
。

小ヽ
身
と
も
に
疲
れ
果
て
て
し
ま

っ
て
い
る
か
ら

あ
ま
り
刺
激
的
な
首
楽
は

聴
き
た
く
な
い
。

耳
に
優
し
い
音
楽
を
求
め

る
。

で
も
至
一
楽
と
い
う
も
の
は
本
来
そ
う
い

う
も
の
で
は
な
い
。

ク
ラ
シ
ッ
ク
に
は
天
国
的

な
表
現
も
あ
れ
ば
、地

獄
も
あ
る
。

曲
の
交

響
曲
を
人
の
一生
に
な
ぞ
ら
え
て
、間

の
中
か

ら
吉
楽
が
生
ま
れ
て

圭円
蕎
や
成
熟
の
幸
せ

や
カ
オ
ス
を
経
験
し
て

終
馬
を
迎
え
る
と

表
現
す
る
人
も
い
る
。

時
に
啓
発
に
満
ち

た
っ
た
一晩
の
コ
ン
サ
ー
ト
を
聴
い
た
後
で

そ
の
人
の
生
き
方
が
が
ら
り
と
変
わ
っ
て
し

ま
う
こ
と
だ
っ
て
あ
る
の
だ
。

そ
れ
こ
そ
が

音
楽
が
真
の
芸
術
た
る
ゆ
え
ん
な
の
で
あ
る
。

ち
よ
っ
と
し
た
気
の
利
い
た
お
飾
り
で
も
、お

楽
し
み
で
も
、

ま
し
て
や
癒
し
の
小
道
具
で

も
な
い
（も
ち
ろ
ん

そ
の
よ
う
な
言
楽
も
存

在
す
る
が
）
。

だ
か
ら

主臼
楽
を
聴
く
行
為
に

は
あ
る
程
度
の
精
神
的
な
「体
力
」
が
必
要

な
の
で
あ
る
。

そ
れ
だ
け
の
余
裕
が
、
ド
イ
ツ

人
同
様
、

白
口
山
の
聴
衆
に
は
あ
る
。

そ
れ
に
し
て
も
あ
の
慎
は
よ
か
っ
た
な
あ
。

う
よ
っ
と
歩
け
ば
富
山
湾
だ
し
（先
琶
先
生

や
学
生
た
ち
と
釣
り
や
七
輪
パ
ー
テ
ィ
を
し

た
）
、

二
十
分
ほ
ど
車
を
走
ら
せ
れ
ば
僧
が
岳

の
麓
。

そ
こ
に
は
落
ち
着
い
た
時
間
と
本
物

の
静
け
さ
が
あ
っ
た
。

Ｃ
Ｄ
録
吉
の
た
め
に

東
京
の
レ
コ
ー
ド
会
社
の
録
吉
チ
ー
ム
が
好

ん
で
富
山
の
ホ
ー
ル
を
利
用
す
る
の
も
よ
く

分
か
る
。

ビ
ル
や
車
が
密
集
し
た
大
部
会
で

は
耳
に
聴
こ
え
な
い
レ
ヴ
ェ
ル
で
の
観
言
や

ス
ト
レ
ス
を
抱
え
た
人
々
の
意
識
が
コ
ン
サ

ー
ト
ホ
ー
ル
の
中
に
も
入
り
込
ん
で
く
る
か

ら
、

自
中
山
の
ホ
ー
ル
を
取
り
巻
く
環
境
は
か

け
が
え
の
な
い
も
の
な
の
だ
。

も
ち
ろ
ん

〓中

楽
家
に
し
て
も
そ
の
方
が
ど
れ
ほ
ど
言
楽
に

集
中
で
き
る
か
わ
か
ら
な
い
。

０車
か
な
自
然

に
国
ま
れ
た
静
か
な
生
活
と
理
想
的
な
聴

衆
。

主臼
楽
に
と
っ
て
、

こ
れ
ほ
ど
嬉
し
い
と
こ

ろ
は
な
い
。

那須口 務|なすだつとむ)吉楽評議家
1957年 師岡県生まれ.トイッ国立ケルレ

音楽大学昔楽学科修7(MA)っ 帰国後は

音楽評論家として 音楽雑誌 新聞 CD解
説などてCOお よびコンサート批評等の数空
活動を行なう '989年 から宮山県魚力市
の洗足学園魚,■類朋大学者楽科非常勤
議85を基て 1995年 より2oo2年 まで同短
期大学車任:l師を務めた。著をに「音架,
てすばらしい (ポブラ社)「名臼名盟バッンヽ」
(旨楽之友社)監 確 著作に'ビツ■アルで
実しむビアクの世界J(6akken)の他 「古
某浪秦の現在1(音英之友社)古 楽への

招待 (立風書房)手数多くの共著書がある.
また 近年にドインの児章文字の翻訳書を
手がけ 2007年 11月にジークナー著「ちい
さをトラヨンコ ナンツ (ひくまの出版)が子J
行されている,現在 レコードアカデミー質
澄定委員サ日本ベツクラブ及び ミューシン
クヘレクラフジ■バレ会員。洗足学園書察
大学 同大学幌非申動講師.
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会
長
と
富
山
県
及
び
会
員
相
互
の
情
報
交

流
の
場
で
あ
る
「と
や
ま
フ
ィ
ン
倶
業
部
会
長

交
工袈
こ
が
８
周
勢
日
（金
）に
ホ
テ
ル
フ
ロ
フ

シ
オ
ン
吉
山
（東
京
）で
約
１
４
０
名
の
会
員

の
告
様
の
参
加
の
も
と
盛
大
に
開
伴
さ
れ
ま

し
た
。

会
場
に
は
富
山
の
新
鮮
な
魚
や
地
酒
の
ほ

か

「
氷
見
牛
」
や
「深
層
水
あ
わ
び
」

「
シ
ロ

エ
ビ
」
を
使
っ
た
料
理
を
用
意
し

〈
不
員
の
皆

様
に
富
山
の
味
を
堪
能
し
て
い
た
だ
さ
な
が

ら
、

示
崚
に
富
ん
だ
こ
助
言

を
提
案
を
多
く

い
た
だ
き
ま
し
た
。

十ヽ  ヽ
ヽ
、

ヽ

一

藤子代表世話人

おキしの言葉

仲県議会議長

新規会員の皆様の紹介

ttl

0

口代表ll i古人

開会挨拶開会挨拶

力
一翌
ゴ
フ
ア
シ
．個

宅
村
勲
！一一一コ里
努
〓
理
〓

開会挨お

石舟掴Ⅲ

新規会員の営様の紹介



「と
や
ま
賞
」
と
は

「と
や
ま
賞
」
は
、

目
山
県
の
置
県
百
年
を
記

念
し

宮
中山
県
の
将
来
を
担
う
有
為
な
人
材
の
育

成
に
資
す
る
目
的
を
も
っ
て
昭
和
詢
年
に
創
設

さ
れ
、〈フ回

で
四
回
目
を
迎
え
ま
し
た
。

受
賞
対
象
者
は
、

自
中山
県
出
身
者
又
は
富
山

県
内
在
住
者
と
し

字
術
研
究

発
明
発
見

〓蚕

術
文
化
及
び
ス
ポ
ー
ツ
の
分
野
に
お
い
て
顕
著

な
業
績
を
挙
げ
、

か
つ

将
来
の
活
躍
が
期
待
さ

れ
る
個
人
又
は
団
体
を
対
象
と
し
て
お
り

県
内

外
で
活
躍
さ
れ
て
い
る
方
を
表
彰
し

そ
の
活
動

を
奨
励
し
て
お
り
ま
す
。

今
年
度
の
「と
や
ま
賞
」
贈
皇
式
は

５
月
勢

国
（木
）
に
富
山
国
際
会
議
場
メ
イ
ン
ホ
ー
ル
で

高
校
生
や
一般
の
方
々
約
６
０
０
名
参
加
の
な
か

行
わ
れ
、

学
術
研
究
部
門
で
３
名

〓ど
術
文
化
部

門
で
１
名

ス
ポ
ー
ツ
部
門
で
―
団
体
が
受
賞
さ

れ
ま
し
た
。

学
術
研
究
部
門
兌
痩
発
生
じ

芸
術
文
化
部
門
舎
）

千
葉
大
学
医
学
研
究
院
免
疫
発
生
学

准
教
授

山
下

政
党

氏

学
術
研
究
部
門
盆
球
化
学
海
洋
こ
　
ス
ポ
ー
ツ
部
門
豪
導

富
山
大
学
大
学
院
理
工
学
研
究
部

准
教
授

張
　
　
勤

氏

学
術
研
究
部
門
念
史
こ

自
山
県
立
山
博
物
館

主
任

学
芸
員

福
江
　

充

氏

黒
川
邦
薬
院

学
院
長

黒
川

真
理

氏

富
山
県
立
小
杉
高
等
学
校

女
子
柔
道
部

■贈 呈 式

◆あいさつ/tFg事長 中 沖 豊
◆選考経過報告/選 考委員長 金 岡 祐一

◆「とやま愛J贈呈
◆祝辞/富 山県知事 石 井 隆―

富山県議会議長 仲 外喜雄
◆各受賞者の言葉

■記念講演

◆講師 川人光男民⑩国際電気通信基礎技術研究所 脳情報研究所所長ATロフェロー)
◆演題 「脳を創ることで脳を知る」

川人先生は 脳のはたらきと同じ方法で機能するコンピュータやロボットを創ることにより脳を本質的に理

解するという研究の内容について、紹介されました。理論に基づいて学習させたロボットが 自分で考えて行

動するロボットとなる話や人間の脳からの信号を取りだして機械を動かすサイボーグ技術の話など興味深い

内容満載の議演でした。講演の最後には 会場の高校生諸君に対し、「自分の進みたい分野についてだナでな

く それ以外のことにも興味をもつて勉強してもらえると、10年 20年 後に本当に社会から求められる人にな

れると思う。」と激励していただきました。



とやまの人づくり事業の紹介

この事業は、富山県の小中学生にいろいろな可能性を秘めた夢を数多く持つてもらい、自

分の将来を考えてもらうため、子どもたちの将来の夢を書いた作文を募集し、優秀者を各分

野の第一人者のもとに派遣する事業です。

今年度応募のあつた750作 品の中から選考された5名の子どもたちが、夏休み期間中に

短期入門しました。その概要を紹介いたします。

怪至直 地球や
軍昌民零こ雇晏りたい 1屋 託駆コll折 紙作家になり折紙博物館をつくりたい

― 大庭 美彩さん(富山市立奥田北小学校6年 ) ― 杉本 康紅さん(富山市立山室中部小学校6年 )

UAXA東 京事務所

UAXA筑 波宇自センター

日本科学末来毎

UAXA東 京事務所では 宇自飛行士の方と対面しまし

た。JAXA筑 波宇自センターでは 宇宙飛行士となるため

の訓練内容について説明を受けました。

日本科学末来館では、スペースシャトルの船室標型や宇

自関連の展示を見学しました。

H日
本折紙学会

…

… … … … … … … … ・

日本折紙学会が士催する折紙深偵団コンベンションに参

加し議erlの指導のもと作品の制作に取組みました。

最後は 百数十回折りの作品を折りあげました。

IE託 駆河ll海
難事故

堪星供曇富記名りたい
"工 写こ頸竪壷さから敷いたい

H水 島 束mさん(黒部市立宇奈月中学校2年 )
H新 保 拓実さん(高岡市立木津小学校6年 )

H呉
海上保安部 海 上保安大学校

" 「 鞭 婚響を呈錨
H砂 原 綾佳さん(滑川市立早月中学校2年 )

…

・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・

呉海上保安部では、巡視船内

を見学したり 現役の潜水士と

対談したほか 実際に 潜水ボン

ペを首負うなど 職場体験を行

tlました。

また 海上保安大学校では

オープンキヤンパスに参加し、

学生による訓練や施設の見学

を行いました。

特定非自利活動法人日本人ビタット協会

アシアの女性と子どもネットワーク(AWC)

特定非営利活動法人「国境なさ子どもたちJ(KnK)

八ピダット協会では 世界の恵まれな

い資困層のことを学習しました。また、

募金箱に入れられた外国硬資を仕分け

るボランテイア作業を体験しました。

AWCで は 子どもたちが学校に行 サ

ない理由や現状などについて説明を受

けました。

KnKで は フィリピンのストリートテ

ルドレンやスカベンジヤーとして生活す

る子どもたちの現状について説明を受

けました。
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ｌＬ

交
期

０貝合〓～皆様からの

流 広 場
―ジの一部紹介 ～

今年度の会員交流会(8月24日 (金)開催)のこ案内にあわせて皆

様からいただきましたメッセージを、当財団のホームページ

(httpノ/wwwthに o ortp/fan/set06 htm)に掲載させてい

ただいております。「富山県への助言Jの一部をこ紹介します。
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目
回
目
回
□
回

回
回
Ｅ
Ｅ

く
ら
し
た
い
国
、

富
山

「定
住
交
流
促
進
サ
イ
ト
」
を

ご

覧

く
だ

さ

い
。

富
山
県
は
、

「く
ら
し
た
い
国
、自

中山
」
推
進
本
部
を
設

置
し

市
町
村
と
連
携
し
て
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で
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(お問い合せ先 !富山県地域振興課 TEL 076 4444496)

0

お陰を持ちまして平成8年ア月に822名 の会員でスタートした「とやまフアン倶楽部Jも

年々交流の輪が広がり、現在会員数1098名 の会となつております。

今後とも会員の皆様からの新規会長のこ紹介やこ意見、こ要望などがこざいましたら、

事務局まで情報をお寄せいただきますよう、よろしくお願いいたします。



お問い含せ先

TOYAMA FAN CLUB

■事務局

財団法人 自山県ひとづくり財回
〒9300018 宮 山県営山市干歳町卜5‐1 富 山県教育記念館2階
TEL Oフ 6‐444‐2000/FAX 076‐ 444-2001
E―ma‖■oyamaOthに oo「Jp http,〃 www ihko o「 Jp

■連絡所

富山県果尿事務所
〒1020093 東 京都千代田区平河町2‐63 都 道府県会館13階
TEL 035212-9030/FAX 03‐ 5212-9029

富山県大阪事務研
〒5500004 大 阪府大収rD四区鋼本町卜915 近 畿富山会館3階
TEL 06-6445‐ 2811/FAX 06‐ 6445-2611

富山県名古屋事務所
〒4600008 雲 知県名古屋市中区栄4‐卜1 中 日ビル4階
TEL 052‐261‐4237/FAX 052‐ 263-7308

L

(2007年 12月発行)


